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� はじめに

放送の多チャンネル化などに伴い、増加する一方の

映像情報から、自分に必要な情報を取得したり、蓄積

された情報を有効に再利用するには、映像に索引をつ

けて、データベース化されていることが望まれる。特

にニュース映像は資料的価値が高く、日々最新の情報が

提供されるため、自動的な索引付けによるデータベー

ス化が望まれる分野である。このようなデータベース

は、��������	
プロジェクトの ����������
�� ���

のように、実験的にサービスの提供が行われているも

のもあるが、必ずしも映像内容に応じたきめ細かい索

引付けが行われているわけではない。

本稿では映像内容を反映させた索引付け機構として、

ニュース映像を構成するショットをいくつかの典型的

なショットに分類し、その内容に応じた索引付けを行

う方法を提案する。また、典型的ショットの分類に関

する予備的な実験及び評価を行う。

� ニュース映像の構成

一般的なニュース番組の構成は図 �のように１つの

話題はスタジオのキャスターのショットから始まり、い

くつかの取材映像を経て、次の話題の先頭であるキャ

スターのショットに戻るという流れの繰り返しにより

構成される。図中、各ブロックはショットを表してお

り、同じ色のブロックはシーンを表す。ただし、ショッ

トとは連続したフレームの集合を示し、シーンとは画

像的あるいは内容的に連続したショットの集合を示す

ものとする。

ニュース映像に特化した映像データベースを構築す

る場合はこの番組の構成を考慮することによって、ス

タジオのキャスターのショットを認識し、番組を話題

単位に分割して索引付けを行うことができる ���。しか

し、話題単位での索引付けは必要とするショットのみ

を検索することが困難であるため、映像情報に注目し

たデータベースにおいてはショットあるいはシーン単
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図 � �ニュース映像の構成

位で索引付けされていることが望まれる。

� ニュース映像中のショット分類

��� 典型的ショット

ニュース映像を構成するショットはキャスターショッ

ト以外にもインタビューのショットなど、同様な状況

下で撮影されたものがいくつか存在する。このような

ショットを典型的ショットと呼ぶこととする。これらの

典型的ショットは色情報など、なんらかの画像的な特

徴量が類似しているので、比較的簡単な画像処理を用

いて、分類が可能であると思われる。分類に用いる画

像的特徴量は色情報などのほか、空間的な構造を用い

ることができる。特にニュース映像では人物を撮影し

た映像が多いため、画面内での顔の位置や個数、大き

さなど、抽象度の高いモデルを用いることが有効であ

ると考えられる。

表 �にニュース番組中に見られたキャスターショット

を含めた典型的ショットの例及び番組中に登場した割

合を示す。

表 � �典型的ショットの例
典型的ショット 割合

会見、インタビュー ���

集会、会議 ���

キャスター �スタジオ� 	�


��グラフなど� ��

��� ショット分類に応じた索引付け

ニュース映像を典型的ショットに分類することによっ

て、そのショットの内容に応じた索引項目を用いるこ

とが可能となる。例えば、インタビューや会見のショッ



トであれば、話者の名前は重要な索引項目となるが、

集会や会議など大勢の人々が映っているようなショッ

トであれば、話者の名前より、むしろ、場所や時間が

重要な索引項目となる。各ショットにおいて、有効で

あると考えられる索引項目例を表 �に示す。これらの

索引となる情報は字幕など、言語情報として与えられ

るので、自然言語処理を用いて処理し、索引付けする

��� ��。

表 � �典型的ショットとその索引項目例
典型的ショット 索引の項目

キャスター 話題のタイトル
会見、インタビュー 話者、場所、時間
会議 議題、場所、時間

��グラフなど� 表題

� ショット分類の実験

ショット分類の予備的な実験として、会見ショットの

分類を行った。また、会見ショットはキャスターショッ

トと画像的特徴量が類似しているため、両者を区別す

るために会見ショットとして得られたショットからの

キャスターショットの分類を行った。

画像はファイルとして蓄積されたものを用いる。画

像サイズは ���� ���、色数は ���	�である。

��� 会見ショット

会見のショットやキャスターのショットは画面内に話

者の顔が比較的大きく映っているという特徴を持つ。

そこで、各ショットの先頭フレームにおいて、顔領域

となる肌色領域を抽出し、その重心の位置が図 �の斜

線部分で示される範囲に収まるものが１～２個のもの

を検出する。肌色領域の抽出は画像の色情報を ���

空間に変換し、��色相�及び ��彩度�が一定範囲内に

あるものを抽出することにより行う。

χ

0.7χ

2.0χ

0.2 0.6 0.2

|

0.3
0.3

0.4

図 � �検出条件

��� キャスターショット

キャスターショットは会見ショットに含まれて検出さ

れる。そこで、上記の条件のもと会見ショットとして

検出されたショット間の相互の類似度を調べ、類似度

が高いものの組合せを求める。このような組合せのう

ち、番組全体に渡って一様に登場するものをキャスター

ショットとして検出する。類似度は画像を �����各 �

階調で表現される ��色に減色し、その色ヒストグラム

を��検定を用いて比較することにより求める。

��� 結果

結果を表 �に示す。尚、ニュース番組中の全ショット

数は ���ショットである。
表 � �実験の結果
該当するショット �

会見 正検出 ��
ショット 誤検出 ��

検出洩れ ��

該当するショット �	
キャスター 正検出 �	
ショット 誤検出 �

検出洩れ �

単純な画像的特徴量を用いているにも関わらず、比

較的良好な結果を得られた。特に、キャスターショット

の検出は再現率、適合率共に ����を得られ、本稿で用

いた手法が有効であることが確認できた。会見ショッ

トの検出においても再現率、適合率共に �割程度を得

られている。会見ショットの検出洩れの原因は検出条

件の設定が適切でなかったことによるものが多い。

� おわりに

本稿ではニュース映像中のショット分類とそれに基

づいた索引付け手法を提案し、実験によりその有効性

を確認した。現在、会見ショットの検出条件は手動で

設定しているが、学習を伴った識別アルゴリズムを用

いることにより、より適切な条件を求められると思わ

れる。今後はこれらの精度の向上や他のショットの検

出への対応を行う。また、本稿で用いた映像は特定の

ニュース番組のものであったため、より広範囲なニュー

ス映像を対象に調査し、多くのニュース番組に対して

有効な手法となるようにする必要がある。
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